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主要構造部の防耐火性能等に関する
大臣認定仕様基準の検討

一般社団法人建築性能基準推進協会

平成30年度建築基準整備促進事業

共同研究：国立研究開発法人建築研究所
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0.1 調査の目的、内容
調査目的
・建築技術の発展、建築物に対するニーズの多様化などを受け、 防耐火

構造や不燃材料などについて、告示仕様の見直しが求められている。
・ニーズ調査に基づき材料・構造方法等の内容を整理し、一般的な基準の

ための検討を行う。
・飛び火防止構造などの防耐火構造、せっこうボード製品などの不燃材料
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調査内容

(イ)既存の大臣認定の構造方法などの整理や告示化へのニーズ調査

既存の大臣認定の構造方法などの内容やニーズを整理し、新たに告示化

が必要な仕様の整理・検討を行う。

(ロ)防耐火試験、加熱試験

(イ)において検討された仕様について、防耐火試験、加熱試験を実施し、一般

的な施工技術の水準で十分な安全性が確実に確保されていることなどを

確認する。

(ハ)大臣認定仕様の基準化の検討

(ロ)の検証内容を踏まえ、一般的な基準案の提案を行う。



0.2 調査体制と検討項目

調査項目

①断熱防水屋根の飛び火防止構造

①-1 アスファルト防水、①-2 改質アスファルト防水、

①-3 FRP防水

②不燃材料等：せっこうボード製品

③主要構造部の防耐火性能

③-1 窯業系サイデイング被覆鉄鋼系外壁防火構造

③-2 軽量セメントモルタル被覆木造外壁

③-3 可燃性断熱材を用いた外壁構造

③-4 ALC床1時間準耐火構造(木造はりー構造用合板)

③-5 金属屋根30分耐火構造 3

調査体制
・検討委員会(委員長：菅原進一／東京大学名誉教授・性能協会長)
-WG(主査：土橋常登／一般財団法人日本建築総合試験所)
-調査・研究課題ごとにSWG（サブワーキンググループ)



0.3 告示化の基本的な考え方

•材料、構造方法
–防火材料試験、耐火試験などにより性能が確認されたもの。

–新規に追加する場合は個別認定としての運用実績を有すること。

•構成材料の規格、品質等
–防火上、主要な部分については、性能・品質を担保するため、日本工業
規格(JIS)、日本農林規格(JAS)等の公的規格などがあること。

–その他は構成材料の組成配合や性能などを詳細に記す必要がある。

•現場施工の品質管理等
–コンクリート、モルタル、しっくい等の湿式材料、壁装材料や塗料等では、
材料構造方法に関する施工及び品質管理のための手順が、学術団体ま
たは主要な供給者からなる業界団体等により文書として作成されているこ
と。
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主要構造部の防耐火性能等に関する大臣認定仕様基準の検討概要
（○は優先順位）

１．アスファルト防水（６仕様→２仕様試験終了OK） （一社）住宅生産団体連合会
（一社）プレハブ建築協会
（一社）日本防水材料協会

３．FRP防水（５仕様、２仕様試験終了NG）
　　　　　　　仕様見直し３仕様試験終了OK （一財）建材試験センター）
１．単板製品の性能確認 （一社）石膏ボード工業会
　　（既大臣認定仕様の発熱性のデータ収集） （一社）日本壁装協会
２．化粧下地材としてのせっこうボードの検討
３．重ね張工法の性能確認
　1)ニーズ把握
　2)せっこうボードの種類と、
　　ボード厚さの相違による発熱性試験など
４．リサイクルせっこうボードの情報収集 （建築研究所 他）

（一社）住宅生産団体連合会

日本窯業外装材協会

（一社）石膏ボード工業会

（建築研究所）
（一社）住宅生産団体連合会
日本建築仕上材工業会
（一社）石膏ボード工業会

（建築研究所）

（一社）日本金属屋根協会
（一社）全国木質ｾﾒﾝﾄ板工業会

１．ニーズ調査

２．野地板の検討 （建築研究所）

日本窯業外装材協会
１．可燃性断熱材に関する基本情報の収集・整備 （一社）住宅生産団体連合会
　1)発泡プラスチック系 断熱建材協議会
　　（EPS,XPS,PUF,PE,PFなど）
　2)セルロース系（WF,CFなど）
　3)素材の燃焼性の確認
　　（密度、厚さの影響など）
２．断熱材の充填方法
３．荷重支持部材や裏面温度への影響など

（建築研究所　北総研 他）

（建築研究所　ＡＬＣ協会）

① 飛び火
断熱防水屋根

H12年建告第1365号
屋根

２．改質アスファルト防水
　　（５仕様→４仕様試験終了OK）

種別 構造・材料 部位
告示仕様等
検討事項

備考

② 防火材料
内装仕上・下地材
H12年建告第1400号
せっこうボードなど

壁・天井

防・耐火構造

③　防火構造（鉄骨）
　　PC030BE-9202

外壁

⑥ 
・防火構造　
　　
　　
　PC030BE-0157、0175
　　　　　 　（JSP社）
　PC030BE-0130、0132
　　　　　（旭化成社）
 
・準耐火構造

外壁

①ALC１ｈ準耐火構造 床 構造用合板＋ＡＬＣ75㎜（木造はりに限定）

窯業系サイディング＋充填断熱(GW・RW)＋鉄骨下地＋屋内側
せっこうボード(9.5㎜以上)

(旧通則認定　NPO法人住宅外装ﾃｸﾆｶﾙｾﾝﾀｰ)

④ 防火・準耐火構造
　　(木造)
　　PC030BE-2953
　　QF045BE-1388(2)

外壁

軽量セメントモルタル(15㎜)＋充填断熱(GW・RW)＋木造下地＋
屋内側強化せっこうボード(12.5㎜以上)

（木住協、住友林業）

⑤ 金属屋根（耐火３０分） 屋根

金属屋根（平板・折板）　（鉄骨下地はり)＋耐火被覆

再
試
験



①-１ アスファルト防水
①-２ 改質アスファルト防水／既存大臣認定仕様の概要

第１編 断熱防水屋根構造の飛び火防止性能に関する検討
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防水種別
件数
（件）

比率
（％）

累計比率
（％）

アスファルト系 99 37 37
改質アスファルト系 103 38 75
シングル系 69 25 100

合計 271 100 －

分析対象大臣認定件数（平成29年7月現在）

下地種別
件数
（件）

比率
（％）

累計比率
（％）

コンクリート系 44 16 16
デッキ系 29 11 27
鋼－木質系ボード 42 16 43
鋼－木質系セメント板 41 15 58
木－木質系ボード 27 10 68
木－木質系セメント板 55 20 88
その他 33 12 100

合計 271 100 －

下地別認定取得状況（全体）

塗料種別
件数
（件）

比率
（％）

累計比率
（％）

無 136 50 50
PU ＊ 127 47 97
PS＊＊ 8 3 100

合計 271 100 －

断熱材種別毎の認定取得状況（全体）

＊PU：硬質ウレタンフォーム（ガラス繊維系面材を表裏面に貼り付けたもの
＊＊PS：押出成型ポリスチレンフォーム

断熱材厚み別
（mm）

件数
（件）

比率
（％）

累計比率
（％）

無し 136 50 50

0超～100未満 1 1 51

100以上～200未満 11 4 55

200以上～300未満 74 27 82

300以上～400未満 49 18 100

合計 271 100 －

断熱材の認定上限厚さ（全体）
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①-３ ＦＲＰ防水＿既大臣認定仕様の概要

下地種別
件数
(件)

率
率

(累計)
木質系ボード 308 82.1% 82.1%
コンクリート系 63 16.8% 98.9%
木質系セメント板 4 1.1% 100.0%

計 375 100.0% －

下地種別認定取得状況

断熱材種別
件数
(件)

率
率

(累計)
ポリスチレンフォーム 155 41.3% 41.3%
ポリウレタンフォーム 64 17.1% 58.4%
無し 156 41.6% 100.0%

計 375 100.0% －

断熱材種別認定取得状況

断熱材上限厚さ
件数
(件)

率
率

(累計)
無し 156 41.6% 41.6%
0超～50mm未満 2 0.5% 42.1%
50mm以上、150mm未満 176 46.9% 89.0%
150mm 41 10.9% 100.0%

計 375 100.0% －

断熱材上限厚さ別認定取得状況

ポリスチレンフォームの上限厚さ:150mm

ポリウレタンフォームの上限厚さ:100mm

分離層種別
件数
(件)

率
率

(累計)
FC/断熱材 97 25.9% 25.9%
モルタル/断熱材 16 4.3% 30.2%
NM/断熱材 32 8.5% 38.7%
木質系ボード/断熱材 68 18.1% 56.8%
FC/木質系ボード 56 14.9% 71.7%
モルタル/木質系ボード 21 5.6% 77.3%
木質系ボード/木質系ボード 48 12.8% 90.1%
FC/木片セメント板 2 0.5% 90.6%
FC/コンクリート 2 0.5% 91.1%
木質系ボード/木片セメント板 2 0.5% 91.6%

木質系ボード/コンクリート 2 0.5% 92.1%
コンクリート系下地 29 7.7% 100.0%

計 375 100.0% －

分離層種別認定取得状況

FC:繊維強化セメント板JIS A5430 最低厚さ5mm
モルタル:最低厚さ8mm、NM:不燃材料認定品

(a) 耐火下地／断熱仕様 (b) 木質系ボード下地／断熱仕様 (c) 木質系ボード下地／非断熱仕様

：FRP防水

：分離層

：断熱材

：コンクリート系

：木質系ボード

材料凡例



層

構

成 

仕上塗料 
①歩行用仕上塗料 JASS8防水工事 不飽和ポリエステル系 

②軽歩行用仕上塗料 JASS8防水工事 アクリルウレタン系またはアクリルシリコン系 

防水層 

①防水用ポリエステル樹脂 JASS8防水工事 M-101 質量 2,400～4,000g/㎡  

①防水用ガラスマット 450g/㎡×1枚 FRP 防水工事施工指針・同解説 

②防水用ガラスマット 380g/㎡×2枚 JASS8防水工事 M-102または 

③防水用ガラスマット 450g/㎡×2枚 FRP 防水工事施工指針・同解説 

 質量 450～900g/㎡ 

①緩衝シート ポリエステル＋改質アスファルト系またはポリエステル系  

厚さ 1.0～1.6mm 

②緩衝シート無し 

分離層 
①繊維混入セメント板 JIS A5430 厚さ 5mm 以上 

②モルタル 厚さ 8mm 以上 

断熱材 
①ポリスチレンフォーム JIS A9511または JIS A9522  厚さ 150mm以下 

②無し 

下地 
①コンクリート系 RC または PCa 

②木質系ボード  JASまたは JIS A5908  厚さ 12mm以上 

 

材料構成と検証試験体の仕様

試験体No. 下地 断熱材 分離層

防水層

仕上塗料
緩衝ｼｰﾄ

防水用
ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ質量

防水ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ
樹脂質量

1

木質系ﾎﾞｰﾄﾞ
厚さ12mm

無し

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ
ﾎﾞｰﾄﾞ
厚さ
5mm

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系
厚さ

1.6mm

450/㎡
(450g×1枚)

2,400g/㎡
歩行用仕上塗料
不飽和ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系
乾燥質量400g/㎡

2 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
厚さ10mm

3
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
厚さ計150mm
(50mm×3枚)

4※

木質系ﾎﾞｰﾄﾞ
厚さ12mm

無し

760g/㎡
(380g×2枚)

5※ ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
厚さ10mm

6※
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
厚さ計150mm
(50mm×3枚)

材料構成と仕様の範囲

検証試験体の仕様
参考(火炎伝播した事例)

No.3 試験体
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飛び火試験（ＦＲＰ防水＋フレキシブル板5㎜＋ＰＳＦ断熱材150㎜＋野地板9㎜） 状況（Ｉ） 於：（一財）建材試験センター

(平成30年9月10日実施)
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飛び火試験 例１
判定（①火災の先端が上下端部を超えない ②裏面で燃焼しない ③貫通孔がないこと）



飛び火試験（ＦＲＰ防水＋フレキシブル板5㎜＋ＰＳＦ断熱材150㎜＋野地板9㎜） 状況（Ⅲ） 於：（一財）建材試験センター

(平成31年1月16日実施)
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飛び火試験 例２
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防水種別 試験日 試験体呼称 下地 断熱材※1 分離層 塗料 試験体数 備考 確認試験結果

塩ビ 2018/9/14 PVC1 合板
PUF

200mm
ガラス不織布 無し 1 シート厚さ1.5mm（2.0mmとの比較） 合格

AS1 塗料A 1 防水層厚さMin－Min仕様 合格

AS2 防火塗料C 1 防水層厚さMin－Min仕様 合格

MAS１ 1 防水層厚さMin－Min仕様 合格

MAS２ 1 防水層厚さMax－Max仕様 合格

MAS３
PUF

50mm
1 防水層厚さMin－Min仕様 合格

MAS４
PUF
0mm

1 防水層厚さMin－Min仕様 合格

FRP1 なし
ポリエステル樹脂2400g/㎡／ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
有り

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Min/ガラスマット質量Min 不合格

FRP2
PSF

10mm
ポリエステル樹脂2400g/㎡／ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
有り

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Min/ガラスマット質量Min
（①④の結果から

試験中止）

FRP3
PSF

150mm
ポリエステル樹脂2400g/㎡/ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
有り

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Min/ガラスマット質量Min
（①④の結果から

試験中止）

FRP4
PSF

150mm
ポリエステル樹脂4000g/㎡/ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
有り

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Max/ガラスマット質量Min 不合格

FRP5
PUF

150mm
ポリエステル樹脂2400g/㎡/ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
有り

中塗後の研磨
無し

2
樹脂質量Min/ガラスマット質量Min、PUF厚

み上限認定100mm→150mm
ｳﾚﾀﾝ断熱材手配
間に合わず延期

FRP6
PUF

150mm
ポリエステル樹脂4000g/㎡/ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
有り

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Max/ガラスマット質量Min
ｳﾚﾀﾝ断熱材手配
間に合わず延期

FRP予備
1左

ポリエステル樹脂2400g/㎡/ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
無し

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Min/ガラスマット質量Min 合格

FRP予備
1右

ポリエステル樹脂3600g/㎡/ガラスマット760（380×2)g/
㎡／緩衝シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
無し

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Mid/ガラスマット質量Mid 合格

FRP予備
2左

ポリエステル樹脂4000g/㎡/ガラスマット900（450×2)g/
㎡／緩衝シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
無し

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Max/ガラスマット質量Max 合格

FRP予備
2右

ポリエステル樹脂4000g/㎡/ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

層間プライマー
無し

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Max/ガラスマット質量Min 合格

FRP予備
3左

層間プライマー
無し

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Min/ガラスマット質量Min 合格

FRP予備
3右

層間プライマー
有り

中塗後の研磨
無し

1
樹脂質量Min/ガラスマット質量Min

9/10予備試験不合格仕様（FRP1）
不合格

FRP予備
4左

層間プライマー
無し

中塗後の研磨
無し

1 樹脂質量Min/ガラスマット質量Min 不合格

FRP予備
4右

層間プライマー
有り

中塗後の研磨
有り

1 樹脂質量Min/ガラスマット質量Min 不合格

FRP7 無し 1 合格

FRP8
PSF

10mm
1 合格

FRP9
PSF

150mm
1 合格

※1　ＰＳＦ：押出法ポリスチレンフォーム、ＰＵＦ：硬質ウレタンフォーム

アスファルト

改質アスファルト

PUF
300mm

PUF
300mm合板

防火塗料C

2018/9/18
~19

1層目：ストライプルーフィング（厚さ1.5㎜，ストライプ粘着層含まず）／2層目：砂付ストレッチルーフィング
（厚さ2.8㎜）

1層目：ルーフィング（厚さ 1.0mm､ストライプ粘着層含まず）／ 2層目：ルーフィング （厚さ 2.9mm）

1層目：ルーフィング（厚さ 2.3mm､ストライプ粘着層含まず）／ 2層目：ルーフィング （厚さ4.0mm）

1層目：ルーフィング（厚さ 1.0mm､ストライプ粘着層含まず）／ 2層目：ルーフィング （厚さ 2.9mm）

無し

塩化ビニル樹脂系シート（一般複合，厚さ1.5mm）

防水層

歩行用仕
上塗料
Ｄ社品

無機質17%
400ｇ／m2

2019/1/16

FRP

樹脂質量Min/ｶﾞﾗｽﾏｯﾄ質量Min
ポリエステル樹脂2400g/㎡/ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

歩行用仕
上塗料
Ｂ社品

無機質30%
400ｇ／m2

PSF
150mm

歩行用仕
上塗料
Ｄ社品

無機質17%

400ｇ／m2

歩行用仕
上塗料
Ｂ社品

無機質30%
400ｇ／m2

無し

2018/11/28
~29

予備試験

合板

合板

合板2018/9/10

層間プライマー
無し

中塗後の研磨
無し

フレキシブル
ボード5mm

フレキシブル
ボード5mm

フレキシブル
ボード5mm

ポリエステル樹脂2400g/㎡/ガラスマット450g/㎡／緩衝
シート(ポリエステル系)300g/㎡

断熱屋根防水の飛び火試験結果の概要
断熱防水屋根飛び火確認試験結果まとめ



１．

第２編 せっこうボード製品の防火性能に関する検討
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２．課題整理と検討方針
ニーズ調査において、（一社）石膏ボード工業会、（一社）日本壁装協会等からの提

案等を踏まえて、以下の通りに整理した。

①「せっこうボード」の包含範囲の整理

告示中の「せっこうボード」とせっこうボード製品(JIS A 6901)との包含範囲が不明確
で、運用上、混乱を招いている。

②防火材料の大臣認定の包含範囲の整理

一般には、旧通則認定に基づくせっこうボード（旧（通）不燃第1027号（NM-8619）、
旧（通）準不燃第2027号（QM-9828）として運用されているが、①と同様に、大臣認
定における H12建告1400号またはH12建告1401号に該当する材料とした場合の「
せっこうボード」の包含範囲が不明確となっている。

③ 「硬質せっこうボード」、「ボード重ね張り」の不燃性能の明確化
硬質せっこうボード(高比重)や重ね張りは、不燃性能が高いことが期待されるが、
その効果は基準上反映されていない。GB-Rと同様に準不燃材料として扱われる。

④せっこうボードのリサイクル量の増加

せっこうボードのリサイクル量が増加すると、芯材(せっこう)への原紙（パルプ等）が

混入等によって総発熱量が増加する。リサイクル量の影響を定量化し、壁紙との
組み合わせ等において、基準値を超えない範囲を把握する必要がある。

13

２．課題整理と検討方針



種類 主な用途（下線は壁紙の下地となる可能性がある材料）

せっこうボード GB-R ・壁及び天井の下地材

シージングせっこうボード GB-S
・屋内の台所、浴室などの壁及び天井の下地材
・外壁の下地材

強化せっこうボード GB-F
・壁及び天井の下地材
・防耐火構造などの構成材

せっこうラスボード GB-L ・せっこうプラスター塗壁の下地材

化粧せっこうボード GB-D ・壁及び天井の仕上げ材

不燃積層せっこうボード GB-NC
・化粧なし：壁及び天井の下地材
・化粧あり：壁及び天井の仕上げ材

普通硬質せっこうボード GB-R-H
・間仕切、通路、廊下などの壁、腰壁の下地材
・防耐火・遮音各構造体の下地材

シージング硬質せっこうボード GB-S-H
・屋内の台所、浴室などの壁及び天井の下地材
・外壁の下地材

化粧硬質せっこうボード GB-D-H ・壁及び天井の仕上げ材

構造用せっこうボード GB-St-A,B ・耐力壁用の面材（側面抵抗に応じてA種・B種がある）

吸放湿せっこうボード GB-※-Hc
・吸放湿性能によって室内湿度を一定範囲内に保つのに適
した壁及び・天井の下地材・仕上げ材（上記の各種ボードの
性能を保持したまま、吸放湿性能を約３倍に高めたもの）

14

３．せっこうボード製品の仕様に関する情報収集と整理と分析
(JIS A 6901 における区分と主な用途の概要)
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種 類 記 号 説 明 主な用途（参考）

せっこうボード GB－R GBの標準的なもの。 壁及び天井の下地材

シージングせっこうボード GB－S
両面のボード用原紙及び芯のせっこうに防水処
理を施したもの。

屋内の台所，洗面所などの壁及
び天井の下地材

強化せっこうボード GB－F
GB－Rの芯に無機質繊維などを混入したもの。
ただし，石綿は除く。

壁及び天井の下地材，防・耐火
構造などの構成材

せっこうラスボード GB－L GB－Rの表面に長方形のくぼみを付けたもの。
せっこうプラスター塗壁の下地
材

化粧せっこうボード GB－D GB－Rの表面に化粧を施したもの。 壁及び天井の仕上げ材

不燃積層せっこうボード GB－NC
GBの表紙として不燃性の原紙を用いたもの。不
燃性表紙に化粧を施したものもある。

・化粧なし：
壁及び天井の下地材

・化粧あり：
壁及び天井の仕上げ材

普通硬質せっこうボード GB－R－H
GB－Rをベースにして，耐衝撃性がGB－Fの約
1.2倍以上，曲げ破壊荷重がGB－Rの約1.3倍以
上のもの。

間仕切，通路，廊下などの壁，
腰壁その他防火，耐火，遮音の
各構造の下地材

シージング硬質せっこうボード GB－S－H
GB－R－Hの性能を保持し，かつ，防水処理を
施したもの。

屋内の台所，洗面所などの壁及
び天井の下地材

化粧硬質せっこうボード GB－D－H
GB－R－Hの性能を保持し，かつ，表面に化粧
を施したもの。

壁及び天井の仕上げ材

構造用せっこうボード
A種 GB－St－A GB－Fの性能を保持し，かつ，くぎ側面抵抗を

強化したもの。側面抵抗によって，A種及びB種
がある。

耐力壁用の面材
B種 GB－St－B

吸放湿せっこうボード GB－R－Hc

GB－R，GB－S，GB－F，GB－L，GB－D，GB
－NC，GB－R－H，GB－S－H，GB－D－H，
GB－St－A及びGB－St－Bの性能を保持し，
かつ，吸放湿性能を約3倍に高めたもので，記
号の末尾に“Hc”を付けたもの。

吸放湿性能によって室内湿度を
一定範囲内に保つのに適した壁
及び天井の下地材及び仕上げ
材

吸放湿シージングせっこうボード GB－S－Hc

吸放湿強化せっこうボード GB－F－Hc

吸放湿せっこうラスボード GB－L－Hc

吸放湿化粧せっこうボード GB－D－Hc

吸放湿不燃積層せっこうボード GB－NC－Hc

吸放湿普通硬質せっこうボード GB－R－H－Hc

吸放湿シージング硬質せっこうボード GB－S－H－Hc

吸放湿化粧硬質せっこうボード GB－D－H－Hc

吸放湿構造用せっこうボード A種 GB－St－A－Hc

吸放湿構造用せっこうボード B種 GB－St－B－Hc

４．せっこうボード製品の仕様に関する情報収集と整理と分析
(JIS A 6901 における区分と主な用途の概要)
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５．重張りせっこうボード（２枚）の発熱性の
確認試験

Ａ　社

5分 10分 15分 20分 25分

1 2.7 3.1 4.9 5.2 5.3

2 2.5 2.8 4.7 5.3 5.5

3 2.5 2.7 4.5 4.7 4.7

平均 2.6 2.8 4.7 5.1 5.2
1 2.5 2.6 2.7 2.8 4.6

2 2.4 2.6 2.7 3.2 5.2

3 2.5 2.7 2.9 3.3 5.3

平均 2.5 2.6 2.8 3.1 5.0
1 2.5 2.8 3.0 3.2 5.0

2 2.4 2.6 2.9 3.1 4.7

3 2.6 2.9 3.2 3.4 4.6

平均 2.5 2.8 3.0 3.2 4.8
(比重　0.67）

Ｂ　社

5分 10分 15分 20分 25分

1 2.7 3.2 5.1 5.5 5.6

2 2.6 3.0 5.1 5.6 6.0

3 2.7 3.0 4.8 5.1 5.1

平均 2.7 3.1 5.0 5.4 5.6
1 2.6 2.7 2.8 3.2 4.7

2 2.9 3.3 3.5 4.1 5.9

3 3.1 3.6 3.8 4.0 5.8

平均 2.9 3.2 3.4 3.8 5.5
1 2.7 2.8 2.9 3.5 5.7

2 2.9 3.2 3.4 4.2 6.6

3 2.8 2.9 3.0 3.5 5.7

平均 2.8 3.0 3.1 3.7 6.0
(比重　0.67）

9.5 GB-R　重ね張り(糊使用)

平成30年11月30日

総　発　熱　量　(MJ/㎡)　　　(n=3)

加　熱　時　間　（分）

9.5 GB-R　単板

9.5 GB-R　重ね張り(糊なし)

　

総　発　熱　量　(MJ/㎡)　　　(n=3)

加　熱　時　間　（分）

9.5 GB-R　単板

9.5 GB-R　重ね張り(糊なし)

9.5 GB-R　重ね張り(糊使用)

せっこうボードGB-R9.5mm単板及び2枚重ね張り発熱性試験の結果

６．リサイクル石膏の配合による
せっこうボードの物性への影響

（情報収集）

総発熱量の測定結果 20分値（MJ/ｍ2）(n=1)

リサイクル石膏
配合比率

GB-R12.5mm

総発熱量 増加量

① 0％ 4.8 －

② 10% 5.1 0.3

③ 30% 5.2 0.4

④ 50% 5.7 0.9

GB-R12.5mmの曲げ破壊荷重(N) (n=2)

n=2

リサイクル石膏
配合比率0%

リサイクル石膏
配合比率50%

長さ方向 幅方向 長さ方向 幅方向

1 543 300 595 283

2 580 299 621 301

平均 562 300 608 292



７．まとめと今後の課題
７．１ まとめ

（一社）石膏ボード工業会および（一社）日本壁装協会から要望があった、

①H12建告1400号・1401号のせっこうボード（単板）に含まれるJIS製品の分類を明確にすること

②せっこうボードを重ねたもので、上張りに厚さ9.5mmのもの（以下、「重張りせっこうボード」という

。）を張ることで20分間の総発熱量が従来不燃材料として例示されていたものと同等のものを

不燃材料として例示すること

について検討を行った。

まず、工業会からの要望を含めて、今後せっこうボードに対応が必要となるリサイクルに関する事

項も含めて、JISに定めるせっこうボード製品の防火材料としての位置づけを明確にするための方針

を検討した。その方針に従い、せっこうボード単板の防火性能に関して、試験を実施してデータを収

集した。

また、表面に準不燃材料であるせっこうボード9.5mmを重張りすることで、全体の防火性能が向上

し、壁装材料の下地として用いても、不燃材料として、下地に要求される性能を満たすことが期待で

きることが明らかになった。

７．２ 今後の課題

①告示に含まれるせっこうボード製品の明確化

②下地材料としてのせっこうボードの要求性能の明確化

③リサイクル品（Ｒ品）配合増による影響について

17

７．まとめと今後の課題
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第３編 主要構造部の防耐火性能に関する検討

• 窯業系サイディング被覆鉄鋼系外壁防火構造
– 防火構造に係る旧試験法に基づく、協会団体による旧通則認定
– 多くの材料・住宅メーカによる外壁の大臣認定
– 厚さ14mm以上の窯業系サイディング
– 施工性などを考慮した目地部の仕様の合理化

• 軽量セメントモルタル被覆木造外壁
– 団体等による多くの大臣認定の実績
– 軽量セメントモルタル15mm以上(有機量8%以下)
– 屋内側被覆としてせっこうボード12.5mm以上
– 不燃系断熱材を充填

• ALC 床1 時間準耐火構造(木造はり－構造用合板)
– 1時間耐火構造の床としての多くの実績
– 合板28mmと7床用ALCパネル100mmを用いた構造の床

ALC 床1 時間準耐火構造

軽量セメントモルタル被覆木造外壁窯業系サイディング被覆鉄鋼系外壁



窯業系サイディング被覆鉄鋼系外壁 (防火構造)

被覆材除去後
(せっこうボード
原紙等の燃焼痕)

裏面側写真
(加熱後)

加熱側表面(加熱前) 加熱側写真
(加熱後)

19 目地の防火措置無し試験体

断面詳細図

目地部

19



窯業系サイディング被覆鉄鋼系外壁 (防火構造)
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• 目地の防火処理無しの状況性能
– 30分時点において、柱の温度は650℃程度に達す

る。

– 下地鋼材の表裏面の温度差が大きく、熱膨

張による面外変形が発生

– 裏面温度：30分時点で、目地部などでの赤熱等を

確認

• 窯業系サイディングの厚さの確保だけでは

なく、目地部の防火措置の一般化が必要

試験時の熱映像(30分時点)試験体の温度
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Vertical Disp.

試験体の変形
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窯業系サイディング被覆鉄鋼系外壁 (防火構造)

• 対策などの検討方針
– シーリング+ハット型ジョイナーのみでは、温度上昇

の抑制は不可能

– 外装材目地部からの入熱に対して、敷目板などの設

置などの対策が必要

準耐火建築物の防火設計指針

木質壁の通気工法

敷き目板などによる目地処理案1

敷き目板などによる目地処理案2
21



軽量セメントモルタル被覆木造外壁(防火構造、準耐火構造)

• 現行告示仕様 外壁の構造
– 屋外側：軽量セメントモルタル20mm以上

(有機量8%以下)
– 屋内側：せっこうボード9.5mm(防火構造)
– せっこうボード15mm(準耐火構造)

• 防火構造 試験体の選定方針
– 外装材の厚さ15mmに削減

– 屋内側被覆として用いるせっこうボードを
12.5mmに増加

– 不燃系断熱材を充填

• 準耐火構造
– 軽量セメントモルタル15mm
– 屋内側被覆:せっこうボード12.5m+12.5mm
– 強化せっこうボード(GB-F(V))21mm

• 試験体養生のため、H30年度は試験

体製作を実施 22



ALC 床1 時間準耐火構造(木造はり－構造用合板)

• ALCパネルを用いた木造床

(1時間準耐火構造)
– 下地：木材(燃えしろ、被覆型木材) ただ

し、鉄骨下地は除く

– 梁上の面材：構造用合板、構造用パネル
、パーティクルボード、デッキプレートその
他これらに類するもの※

– 床正面の防火被覆：厚さが 100 ㎜以上の

軽量気泡コンクリートパネル

• ALCパネル木造床の性能
– パネルの支持スパン：約1m
– 合板28mmと75mmのALCパネルにより、1

時間を超える準耐火性能

– 床用ALCパネル100mmを用いることで1時
間耐火の床であり、1時間以上の準耐火
性能も確保される。

ALCパネル厚100㎜以上

小梁部分断面図

透視図(根太なし)

透視図(根太あり)
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可燃性断熱材を用いた外壁構造

外装材 窯業系サイディング（中実品15mm以上）、モルタル･軽量モルタル（いずれも木造15or20mm以上）
断熱材 JIS品もしくは製品規格、JAS等の公的規格に適合する可燃性の断熱材

①溶融タイプ（熱可塑性）
・押出法ポリスチレンフォーム(XPS) ・ビーズ法ポリスチレンフォーム(EPS) ・ポリエステル繊維
②炭化タイプ（熱硬化性）
・硬質ウレタンフォーム(PUF) ・吹付け硬質ウレタンフォーム(SPF) ・フェノールフォーム(PF)           
・ウッドファイバー（木質繊維） ・セルローズファイバー ・羊毛繊維

* 溶融タイプは、木材の炭化前(200℃以下)に溶融、液化して、断熱材の充填箇所が空洞となる。断熱層が失わ
れるため、放熱効果が高い反面、壁内部での火炎伝播が発生する。
**炭化タイプは、火災時に炭化層を形成するもので、木材や合板と類似の取り扱いができる可能性があるもの。
炭化層として残存することで、壁体内部での火炎伝播等を防止できる。

内装材 せっこうボード
構造形式 木製軸組造外壁、木製枠組造外壁、鉄骨造（スチールハウス系、軸組系）
断熱工法 充てん断熱工法

検討対象とする外壁仕様

小型加熱炉
小型実験の様子

屋
外
加
熱

屋
内
加
熱
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大臣認定状況
大臣認定件数　約2,500件（内：折板屋根 約1,100件　形状・接合方法多種多様）
瓦棒葺き・立平葺横葺の平板屋根構造の検討を先行

鉄骨建屋 耐火被覆（けい酸カルシウム板・吹付ロックウール・AES(アルカリアースシリケート)）

屋根下地 軽量鉄骨

屋根葺板 平板屋根・折板屋根（各種金属板・鋼板）

野地板 JIS A 5404 木質セメント板（木毛セメント板・木片セメント板）

断熱材 JIS A 9504 ,9521（無機質系断熱材：RW・GW・AES、有機質系断熱材（発砲プラスチック）

金属屋根３０分耐火構造
検討対象とする屋根仕様
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第４編 告示案の提案（告示範囲（案）と確認試験体仕様）

アスファルト防水 改質アスファルト防水

一般塗料
・アクリル樹脂塗料　乾燥質量：220g／㎡以下

防火塗料
・アクリル樹脂系塗料　乾燥質量：520g／㎡以上
（無機質量：420g／㎡かつ無機成分：70％以上）

アスファルト防水工法２層仕様
１層目防水材料：JIS A 6013　非露出複層防水用
製品厚：1.5±0.15㎜（ストライプ粘着層含まず）

２層目防水材料：JIS A 6022　砂付ストレッチルーフィング
製品厚：2.8±0.28㎜以上

硬質ウレタンフォーム断熱材：合計厚さ0～400㎜、密度45±4㎏／㎥以下
JIS A 9511またはJIS A 9521の規格に適合すること

硬質ウレタンフォーム断熱材：合計厚さ0～400㎜、密度45±4㎏／㎥以下
JIS A 9511またはJIS A 9521の規格に適合すること

①木質系ボード
・普通合板　・構造用合板　・パーティクルボード（JIS A 5908）
・構造用パネル　・中密度繊維版（JIS A 5908）　・集成材
・単板積層材
（厚さ；12㎜以上）
・直交集成板
（厚さ；36㎜以上）

②セメント系ボード
・木質系セメント板（JIS A 5404）　・繊維強化セメント板（JIS A 5430）
・ケイ酸カルシウム版（JIS A 5430）
（厚さ；12㎜以上）

②鋼製
・リップ溝形鋼（JIS G 3350）―60㎜×30㎜×10㎜×厚さ1.6㎜の断面寸法以上
・溝形鋼（JIS G 3192）― 75㎜×40㎜×厚さ5.0㎜の断面寸法以上
・山形鋼（JIS G 3192）― 40㎜×40㎜×厚さ2.0㎜の断面寸法以上
・角形鋼（JIS G 3466）― 40㎜×30㎜×厚さ1.6㎜の断面寸法以上
・Ｈ形鋼（JIS G 3192）―100㎜×50㎜×厚さ5.0㎜の断面寸法以上

角度 0～30度

① RC・Pca・ALC　厚さ50㎜以上

② 金属デッキ（耐火大臣認定）

①木製　幅30㎜×高さ25㎜の断面寸法以上

なし

告示範囲

支持部材

下地

断熱材

下地

断熱材

下
地
（

可
燃
）

仕様

下
地
（

耐
火
）

仕上塗料

防水層

分離層

防火塗料
・アクリル樹脂系塗料　乾燥質量：520g／㎡以上
（無機質量：420g／㎡かつ無機成分：70％以上）

改質アスファルトシート防水工法２層仕様
１層目防水材料：JIS A 6013　非露出複層防水用
製品厚：1.0±0.1㎜以上（ストライプ粘着層含まず）

２層目防水材料：JIS A 6013　露出複層防水用
製品厚：2.9±0.29㎜以上

硬質ウレタンフォーム断熱材：合計厚さ0～400㎜、密度45±4㎏／㎥以下
JIS A 9511またはJIS A 9521の規格に適合すること

硬質ウレタンフォーム断熱材：合計厚さ0～400㎜、密度45±4㎏／㎥以下
JIS A 9511またはJIS A 9521の規格に適合すること

①木質系ボード
・普通合板　・構造用合板　・パーティクルボード（JIS A 5908）
・構造用パネル　・中密度繊維版（JIS A 5908）　・集成材
・単板積層材
（厚さ；12㎜以上）
・直交集成板
（厚さ；36㎜以上）

②セメント系ボード
・木質系セメント板（JIS A 5404）　・繊維強化セメント板（JIS A 5430）
・ケイ酸カルシウム版（JIS A 5430）
（厚さ；12㎜以上）

②鋼製
・リップ溝形鋼（JIS G 3350）―60㎜×30㎜×10㎜×厚さ1.6㎜の断面寸法以上
・溝形鋼（JIS G 3192）― 75㎜×40㎜×厚さ5.0㎜の断面寸法以上
・山形鋼（JIS G 3192）― 40㎜×40㎜×厚さ2.0㎜の断面寸法以上
・角形鋼（JIS G 3466）― 40㎜×30㎜×厚さ1.6㎜の断面寸法以上
・Ｈ形鋼（JIS G 3192）―100㎜×50㎜×厚さ5.0㎜の断面寸法以上

角度 0～30度

仕上塗料

②金属デッキ（耐火大臣認定）

①木製　幅30㎜×高さ25㎜の断面寸法以上

下
地
（

耐
火
）

断熱材

下地
① RC・Pca・ALC　厚さ50㎜以上

下
地
（

可
燃
）

断熱材

下地

支持部材

仕様 告示範囲

防水層

分離層 なし

①歩行用仕上塗料
JASS8防水工事　不飽和ポリエステル系
乾燥質量400g／㎡以下、無機成分30％以上、有機質量280g／㎡以下

②軽歩行用仕上塗料
JASS8防水工事　アクリルウレタン系
乾燥質量90g／㎡以下、無機成分28％以上、有機質量70g／㎡以下

③軽歩行用仕上塗料
JASS8防水工事　アクリルシリコン系
乾燥質量88g／㎡以下、無機成分30％以上、有機質量62g／㎡以下

・防水用ポリエステル樹脂
JASS8 M-101
質量2,400～4,000g／㎡（下塗り400g／㎡、FRP防水1,600～3,200g／㎡、
上塗り400g／㎡（無機質系顔料0～3%）

・防水用ガラスマット
♯380：JASS8 M-102、♯450：FRP防水工事施工指針・同解説、
質量450～900g／㎡

・緩衝シート
ポリエステル系またはポリエステル+改質アスファルト系または無し
厚さ1.0～1.6㎜、質量300～1,000g／㎡、
無機成分0%以上（有機成分100%以下）

・緩衝シート用ジョイントテープ
ポリエステル系
厚さ0.1㎜以下、質量5g／㎡以下、幅50㎜以下

・緩衝シートを下地に張付けるための接着剤またはプライマー
ウレタン系
有機質量332g／㎡以下

①繊維強化セメント板
JIS A 5430
厚さ5㎜以上

②モルタル
8㎜以上

・ポリスチレン
JIS A 9511またはJIS A 9521
密度27±3㎏／㎥以下
厚さ合計0～150㎜

・ポリスチレン
JIS A 9511またはJIS A 9521
密度27±3㎏／㎥以下
厚さ合計0～150㎜

①木質系ボード：普通合板、コンクリート用型枠合板、構造用合板、耐水合板、
OSB
JAS
厚さ12㎜以上

②素地パーティクルボード
JIS A5908
厚さ12㎜以上

角度 0～30度

下
地
（

可
燃
）

断熱材

下地

支持部材 ・木製　幅30㎜×高さ40㎜の断面寸法以上

下
地
（

耐
火
）

断熱材

下地 ・ RC・Pca

仕様 告示範囲

仕上塗料

防水層

分離層

ＦＲＰ防水
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